

























研究の趣旨を説 明し同意 の得 られた81名(97.6%)の結果
を本研究において分析 した.
修得すべき20の看護実践能力について全国平均 より0.2ポ
イント高い項 目は 「終末期にある患者の援助」であ り,0.2ポイン
ト低い項 目は 「生涯 にわたる能力向上」と 「専門職 として発展
させ る能力」であった.さ らに学習成果に関する自己評価 を
























かし前年度に比して 「看護を計画 ・実施 し,評価する」とい
う学習成果が上がっていることが確認できた.
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